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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、有機半導体結晶薄膜の応力歪効果を中心とする電子物性とデバイス応用に関する研究で

ある。 

①超薄膜有機半導体／高分子層の複合物質の作成、②構造解析、③歪導入有機半導体結晶でのフォノ

ンと電子の相互作用の解明、④歪による電子状態変化とキャリア移動度の物性、⑤フレキシブルメカノ

エレクトロニクスへの展開について、卓越した研究成果が得られており、着実に研究が進展している。 

特に、厚さ数分子層の超薄膜を大面積で塗布可能な印刷法を開発し、高移動度と短チャネルの整流デ

バイスを実現したことは高く評価できる。一方で、キャリア移動度の飛躍的向上やデバイスとしての安

定性の確立など課題もあるが、今後、有機半導体分野に大きく貢献する研究成果が期待できる。 


